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パブ ロォ:〇ヒカク 

雛 

バブロオ•ビカソは一八八 一¥十/-]卄 pyEt スペインのマラガに生れた0 

ビカソ0父方の名はルイスで、ピカソは母方の名であるが-彼はその母方 ( D 名を使ふ事5:好んで居る。そしてカル *!• 
力"ラは「おまけに彼は水夫の血を持つて居る。彼のお母さんはヂエノアのピカソであ〇たから」と書いて居る。 

七つの時ピカソはバルセロナに來た。其所の美術學院で、自身も篑家で ある 彼の父は遊の敎師であつた。 

その父と母との遺傳は、彼が生ひ立つたマラガ及びバルセ n ナの環檍と共に-ピカソを强く强く支配して居る。 

ビカソは早くから諶を描き出した。 

モ ー リス•レイナルは「彼が十五の時に描いた銃檢戦の畫は•バルセロナでは今•たに人の 口に (D こつて 居る) 其の頃彼 
は美術展覽會で三等賞脾さへも貰つた。しかも疑ひもなく若年であると云ふ事が唯一の障害となつて婕髙賞を貰へなかつ 
たのであらう。遂に彼の家族や m 集家は•大家達に對 j る尊敬 や 殊に グレコの 影響があるにも拘らず-す ばらしく 達苕に 
描けて居るごく若い時代の作品を•大事がつて保存するやうになつた」と書いて 居る。 

彼の生國からしてグレコに影響されたのは極めて當然な事であるが、その グレコの感化は 彼の一生を通じて、强く現は 
れて居る リ 

十六の頃から彼はスペインやイタリアやフランドルの大家を手あたり次第に 勉强し m した。 

しかしバルセロナの 泣 { I がフランスに 近い 事と-海港場で ある 事と-活潑な砟 工業地で ある事との 故に •近代の文化は 
滔々 として バルセロナに流れ込み、その 常時 「四つの猫」と云ふ酒提の常連で あつた 若い藝術家や、その群の一人で ある 
ビカソは、フランス熱にうかされるに至つた。 














ごカソがセザンヌ*ルノア|ル、ビツサロ*ロートレックと共にべルレィンやマラルメやランボオを知る事が出來、そ 
の人達の作品に影響され出したのは•その時代で あつた。 

かくて「四つの猫」の常連であつた若い15術家のぅちの幾人かはビレネィを越し•ピカソは一八九九年にパリーを征服 
しにバルセロナから來た。 

しかし彼がバリーに來る時には*マネィヂヤーを從へて來たと書きしるされて居るから•單なる®學生として•モデル 
を見に來たのではなかつたらしい。 

彼はせいの高い帽子をかぶり、寄席に行き*人の目の前で寄席に出る女藝人を描いた。そして彼は名聲を得た。 

その年彼は第一回の展覚會を開いて、總ての意味から大成功を得た。かのマックス*ヂヤコップはこの展覽會を^て賞 
譜の手紙を書き、〇いでビカソに會ひ、まことにサルモンの云ふが 如く、 最初に彼を知り•彼を理解し、彼を愛したし* 
畫商ヴ オラ— ルは 一日 平均二枚づ V 描く彼の畫に對して百法づ V 支拂つた。 

その當時彼はスタンラン式の畫をスタンランより遙かに上手に描き*氣前はよく•ぱつぱとも使ひ•人にもやつたし、 
身入りも多かつた。 

この傾向は一九〇一年六月ラフィット街のヴオラールでコキオによつて開かれた展覧會で極端に達したらしい。そして 
彼は亂作をし•亂作を金に代へ、金の澤山要るやぅな生活をして居た。 

かくてスタンランからロートレツクに 移つた。 

そして内なる聲を聞き初めるや•彼の持前な神秘的な性質は喑い憂欝で色濃く塗られ•彼のも一つの面である合理性は" 
彼にかくなければならない生活を强要した。 

即ち彼は凡てを捨て、パリ—を去つた。 

一九〇二年彼は靑いぢめぢめした•みぢめな畫を携ぇてバリ—に歸つて來た。彼の華かな達#な畫を喜び買つて居た人 






達は彼を一齊に狂だと見た。そして彼はセイヌ街のマロック•ホテルのみすぼらしい部屋の中で*シャバンヌを想ひ起さ 
せるやぅ——ぎ極端 If 憐れ If して居た。そして彼1?ぅにスペインに歸つた。 

この時代の作品には「母性」と題する幾枚かのすぐれた畫の外に「ビ丨ルのコップ」や 「力 I の女」のや— 優れた 
作がある。 

かくて批1がょんで所謂 rs 時代」が始まる。こ q 時代を代表するものには「ス—ブ」や S つた女」の外に「落 
人」「ソッレルの家族」「女の像」「盲人」「蹲つた女」がある0 

かくて一九〇四年彼はバリーに來た。 

戰ひ、疲れ-敗れて歸つた過去の苦し i 忘れて•今や全世界の繪畫—服した•マックス•ラフアエルが云つ S り 
「ピカソは神秘主義#の勝利の歩みをもつて•來ヒ0 J 

しかしパリ—は•彼の僅かな缺席の間に、まるで變つて居た。 

野 IQ 人々は—•を始めて居た。そ—上 S も面白い時代5カソは K 。 ヘインから来た。 S 旣に スペイン 
の神秘 f して Q 自分 sf 篇に見出して居た5、當8い證嵐拜つたゴッ？激しく養し • f 
思ひを f シャ•ハンヌにいたしては居 £、II 年 I については•どん sss ?? f なかつ 

一九〇四年 S の作品を代表するものには「顏 J 「道化役者」「肯像」 「道化役者 ■「扇」 「俳優」 等が あり、 彼は ラ 
ヴイニャン街士二電 Q 逸 sisd だ畫室に住んで居た。 

この時代か f 詩人や蒙——鐘が競？ピカソへ—?来た。そして一九011き詩 
人ギ i ml アポリネイルを知るに至り•アポリネイルはその年の五月のラ•ブ li にピカソについて 
爛たる研究を發表した。 


















了ボリネィルがピカソを知る S つた Q は、美術史上 Q 重大事件であつて：ヒカソにしてァ f ネィル J らなかつた 
なら、ピカソは現在よりも遙かに凡庸な一进家であつたに違ひないからである。 

一九〇五年は野 gQ 群に對しても遊は S 大な年であつたが、•ヒカソは「花籠」のやぅな。ンドンで評判になつた印象 
f のも QQ 外に「海際に立つ貧しき人々」や「猿8る家族」や「馬と若人」や「道化役者」や「篇」や澤山の優れ 
た版畫 Q ? な人生 sf e も2生んだ S か「1サゴ氏 s 」 S いて背景にも顏にも S 着衣にも1體 
匕を試み「玉乘り」ではセザンヌ S 外にゴ"■ガンに對する餘りに明らかな愛着を表現した。そしてその赤"^大 W を矿安に 
し、 たくみに平衡—られたなよやかな女 e ■を中 E て。タヒテそ s も QS 楚されて居— S から以後•否々 
は 一九〇六 年からと敎へられる「赤 S 代」或は 「§ s 代」と云ふ赤 SS 主調—す時代—に見るの S る。 

かくて一九〇六年彼はマチスの家で、、不グロの彫刻見るや、忽ち强く心惹かれて了つて、彼がその捷_して居たエ 
ヂブトの藝術にもましてそれに心醉し"遂にピカシズムの第一步を步ゆみ出すに至つた。 

ピカシズムが果してどれ丈け0思想的背景を持つて居たかは•にわかに斷じ■いが、それは歷史的に 云へ ば •立 &3を二 
元の敗界に入れる爲めの彫 glj 化と，より K 截な表現方法として i 純化.直線化と面及び S 主観的統一化と©初期から 
ピカソ—室で働いたデ•ザガスの言葉通りに「ピカソは外部自然から直接の印象—けると、彼はその自然を分析し、 
霞4•そして_して、—によつて生ぜしめられ—?繪露に等し—値を持つも？ S 可し— 
企を もつ て•彼— 8 f ィ ルでそれを仕上げ s I つた分析的傾向の S 徹奢れる—間— み、 製作 S 
立場から約言すると「物體の_造及び 1 Q 分解と W 造」及び「セザンヌが空虛で殘した空間を充 f せて、需 S 現性 
を强 める」二點に 要約す る事が出來る。 

更に私が後 gQ ビカシズムと呼びたいと®つて居るも Q は一九一二年蠢く。それは純粹に初朗ビカシズムと阳目的で 
はあるが、 SS 々と抽象的と—、ピカソして—度的に增して行く理解を‘®—と褐 




















色とが 主裁する ®によつて現はす。パレットはピカシズムが始まつて 03 もなく灰、黑、白•綠によつて新たに M 立てられ 
たが、後期に 於ては•それに 褐色が 加はり•それが死命を制して居る。 

ある批評家は一九一三年 Q ピカソを未來派のピカソに數へる。しかし私は 一九 三年から 一九一八 年 迄 の彼を 立體派の 
時期と呼びたいと思つて居る。それはオーザンフアン及びヂヤンネレに據れば第二期〇立體派の時代であり-美術史とし 
ては立體派が一つの H n 丨ルとして完成を急いで居た時代である。 

然し彼の一九一二年 もつと慾を云へば - 一九 I 四年から以後に描かれた•立體派の彼の 畫こそこの m の至寶で あ 

る0 

だからワルドマ—ル•ヂオルヂの云ふが如く「一九一四年以後ビカソの天才は立體派の畫の領域の中に現 はれた 〇そ (D 
立體 派の®は©早實驗 S ではなくな〇て*眞實の價値を獲得したのであつた。計算者が魔術者となつたので ある」 

一九 一八年彼は！！シア人と結婚した。 

その時代から彼は往々にしてアングルの假面を借りて世の人を驚かせた。レッテルによつてのみ物を云ふ批評家は この 
時代を「アングルのピカソ」と云ふが、彼は單にアングルに止まらず. • ブツサンにもポンペィ 0 壁畫にも ギリシャの 甕畫 
にも明かに影響されて居るし*一九二〇年には n a 丨の「女の像」を描寫してさへ居る。 

一九一九年と一九二〇年には•彼は！！シア舞踊に力を添へた0 

然しながらアングルのピカソが始まつてから忽ちにして特色をはつきりさせて來たものは塊體と量との表現であ〇 ヒ〇 
そして彼は先づ物體の塊體と量と を そのま i に 誇張して行く事によつて量の 表現を完全に得やぅとした C それは面に 於け 
るゴオガンからマチス迄の仕事に相應する。 

然し彼は忽ちにしてその仕事を完成して一九二〇年以後は®面全體 としての ft の表現に移つた〇か X る 企ての當 然な歸 
結として、畫面を構成する要素は•遊しく肥え、豊滿、壯大の感を持つよぅになつた。 












そしてそれは一九ニニ年で終る" 

一九ニニ年には彼は 又 共他の形のある畫のほかに ffl に素晴らしい立體派の作品を生んで居る。何故なればピカソは自ら 
云つたやうに「私が表現したいと欲した物が、異なつた表現様式を暗示するならば•私はそれを採用するのに決して遲疑 
する所なかつた」し、更に根本的には「異つた動機は必然的に異つた表現樣式を要求する」からである。 

翌一九二三年に描かれた「形を持つ畫」即ち「母子」「座つた女」「野師」「戀人」「返事」「道化役箸」其他數々多い人性 
の謎のやうな畫は、實にこ ( D 世の至寶である。 

ある人々はこれを 「ダヴ ィツドのピカソ」と呼ぶ。然し私は r ラファエルやプツサンやアングルやセザンヌのやうな凡 
ての偉大な fflf 家と同じやうに彼は如何なる分類の中にも入らないと云ひ更に「彼の藝術は吾々の時代に仕へるも ( D であ 
る。何故なれば、彼の藝術は二十世紀の特長である神秘主義と合理主義の不思議な混合を示すから」と書いた、ワルドマ 
1ル•ヂオル ヂに心から同ずる。 

かくて私達はこの 畫集 が、直接に提出する所のピカソを見る0こ V に集められたものは一九一七年のものが三枚あるが • 
主として一九二四年のものである。そして私は一九二四年の彼の畫を深く深く愛する。 

私は今更ららしくこの 畫集が 廣接に貴方がたに 物語る 所のものを、通辯する事を欲しない。そしてた i : 決然として云ひ 

切る。 

「目あるものは來り見ょ」と。(神原泰) 







デオルヂ•ブラック ‘ 

現代の造形藝術に占めるヂオルヂ.ブラックの地位は•現代1きる他のどんな畫家こも背して 
問題の多いものである。 

立體派 Q 初期に於ける 一 更5へばビヵシ f q 時代に於ける彼を 第一に頭に 描い 5 者 
はぬをピヵソ sf 追 S と ss S ソ5敵し得る偉大な革新者と見て居た。 

しかし最近になると M 早さぅ11商 f 全然役に立たなく &つて了つ た 0 

フラックの今口の灶事には何等 革命的な 所は ないし.時代は最早ブラックの仕事から何等革命 
的な 要素を 見出さず•又見出 U ないやぅな 方向へ進んで來 て 了つご。 

そしても つと 正確に云へば ブラックの 仕事は.現存する畫家の中で最も革命的な色彩の少い仕 

即ち今日 S 形藝術に於け るブラックは •經濟的な社會的な立楊に立つ所の批評家の眼から見 
れば全然無價値な否最も下劣な存在である。 

r し藝術©な見地に立つ事を性格的に喜ぶ所の批評家から見れば •ブラックの 存在は 砂漠の 中 

のオアシスである。 

そして 現在の フランスの 美術家で•此點 に於てプーフック程 興味 ある 問題を提出した人は ない。 

私 IQ 生れや敎養や過去から云つ てどの 二つの立揚の何れにも魅力 I じて居る私は•或時 
はブラックを下劣な存在だと思ひ•或時は彼を又なく好もしい畫家だと思ふ。 
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第一の私は云ふ。 

藝術の發生と云ふものは一つの社會現象である。 

そして現在の藝術なるものは現在の社會即ち生產及び分配の社會に寄 〇て 生存するもので あ 
る0 

然し藝術の發生は•社會全體の必然的な要求によるものでもなければ，藝術は社會全部に寄生し 
て 居るものでもない。 

で先づ分配論が說かれる。 

元來生產に參加した者が•その生產されたものの如何なる割合を享受するか。この富の問題は • 
费用說及び利用說の堂々たる所論にも拘らず • つの簡單な經濟現象として解決されるものと思 
ふ。 

即ち富の分配は•彼が如何なる階級に屬するかによつてのみ決定されるものである。 

換言すれば富の分®は相對立する力の均衡によつてのみ決定されるものである。 

彼の勞働がどれだけの功用價値を生み•或は彼の勞働にどれだけの费用がか、つて居るかは•富 
の分配に對する第一義的な決定條件ではなくて•富の分配を直接に決定する所の力の一つのデー 
夕に過ぎない。即ち彼は土方であるから日給一圆五十錢であり•彼は銀行の頭取であるから年俸 
五萬圆なのである。 

現在の社會は二つの階級に明確に分たれる。 

即ちブルヂユア とそれにつくものと： フ a レタリアとそれにつ くものと である 0 

此等の二つの階級は永遠に相容れる事の出來ない仇敵であつて•ブルヂユア はブ ci レタリアを 




永遠のブロレタリアにする事によつてのみ A 己の地位を保てるのであり：フロレタリアはブルヂ 
ユアの潰滅によつてのみ“ □をよりよい地歩に進め 得る のである。 

然らばブラックはその何れに屬す るか？ 

それは殆んど問題にならない程 nil かな問題で ある。 

彼のバリジアンらしい趣味•意氣.粹-滋味-氣取つたしやれ方—これはみんな•古くさいブルヂユ 
アくさみであり；フルヂユ f ノ以外の何奔によつても要求され或は理解されるものではない。 

た> ですらブルヂユアによつて要求され、ブルヂユアに奉仕し；フルヂユアに寄食す る藝 術にあ 
つても y ラック程極端にブルヂユア II 術の典型をなすものは少ない。 

然るに第二の私は云ふ。 

第一の私が信ずるやうに•總ては階級鬪爭を通じてのみ見らるべきは本當である。そして社# 
的な經濟的な裏書を持たない總てのものは•薄弱な根據の上に立つ高樓である。 

然しそれがどんなに墮落であり現實回避であつても I 薄暗い土藏の中で*;くれるやうにし 
て見入つた SSK I 子供には-^胸をわくわくさ2だけで具體的な SQ 理解すべく 
もない Hn チックな浮世繪に-溺れて行く氣持も吾々にある のは 否定出來 ない。 

こう云つた意味から云へば，ブラックの®は又な く 好 もしい存在で ある 0 

私は今から書いて居ながらも•ブラックの畫の如何にも靈らしい好もしさと上品な漉み fr 心 g 
かれないわけには行かない。 

若し現代が畫と云ふものに全的な肯定を與へる時代であつたなら•恐らくは今日のブラ、ソクは. 
サンボリストの時代のマラルメ ( D 地位を獲得して居る に 違 ひない。 
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であるから『「私が書いた凡てのものは詩であつた」とオビッドは云つた。ヂオルヂ•ブラック 
の凡ての感 W は畫である』と云つたレイナルの言葉こそ讃むべきである。 

私は長い間の讀書生活のうちに•ブラックについての言說をかなり澤山見聞きした。然し今一 
曆頭にはつきり殘つて居るも ( D にはレイナルの書がある。 

レイナルは云ふ。 

『フロマンタンは•或畫家が雄辯家であつたり•詩人であつたり•或は更に音樂家であつたりする 
資格を持つて居るかどうかを決定する前に•先づ第一に畫家としての素質を試驗して見なけれ 

ばならないと云ふ意兒を洩らした。實にモーリス•ドーーの云ふが如く-ド1一 自身は自分の忠 

吿に從つて居るやうにも見ぇないが——「馬であつたり•裸體の女であつたり•或はある逸話であ 
つたりする前に ft は本質的に•一定の法則に從つて並べられた色をもつて圍まれた平らな面で 
なければならない。若しもクローチヱのやうな優れた17學者をして此の點について藝術に於 
ける表現の本質的な價値を誤解せしめたとしたならば.そのとがは常に自分達の_術に或目的 
を課せしめなければならないと考へて居る藝術家に歸すべきである。それ故或目的の爲めに 
描かれた藝術は•そ ( D 目的に貢献した凡ての方法を直ちに合理化する。然し他面に於いて藝術 
に R 的を課すると云ふ事は•世俗の趣味に藝術を從はせる事であり•從つて此の目的の爲めに使 
はれる方法が卑俗である事を必要とするに至る。其の結果•誤解され•殊に不完全に同化され模 
倣されたに過ぎない因襲的な考に從つて描かれた繪畫を考へる時に•ク a — チェの所謂「驢の 
橋」も必中しも辯護出來ないものではなくなる。 

之れに反してヂオルヂ•ブラックに於ては，表現は最早手先だけの仕事の效果ではなくて-まこ 





との才能となつて居る。何よりも先きにブラックは•今日人々の知つて居る作品を•最大な愛を 
もつて•又感覺の最大な輝きに於て•庵の中で創造した刷畫像である。ブラックの畫は繪畫の神 
に梼げられた祈りではなくて、彼自らの內の信念に日々繰返へす祈りである。天啓を受けた人 
の危い神がかりや、苦行者の嚴格さはなしで•吾等の刷畫像は丁度庵の他の部分で仲間の刷畫像 
が仕事をして居るやぅに•素養と手腕とに滿ちた感激をも〇て，畫を描いて居る。世間からの雜 
音は彼に屆かないから•世間が目的と呼んで居るものに對して•彼は依然として無知である事が 
出來る』 

と0 

若しも私達が目的を課せない繪畫•純粋に畫の爲めであり•「一定の法則に從つて並べられた色 
をもつて圍まれた平らな面」である®面•聖なる藝術の爲めの繪畫を求めるならば•ブラックこそ 
先づ第一に指を屈さるべき盡家である。 

彼は一八八一年アルヂヤンティユに生れた。 

彼は生忭のフランス人だとは•大抵の批評家が必ず附記する所である。更にピシェールは，彼が 
建築物の美術請負人の子供であり•その遺傳は彼としては大變重大だと害いて居たやぅにも記憶 
して居る。 

又•マリ！口 —ランサンは自分が盡を描き始めた時分の事を話した所で r 家に居ないですむ爲 
めと•家の中の退屈から逃れる爲めに•私はアカデミィに參りました。そこで私はブラックに會ひ 
ました。彼は熱心に私を勵ましました。そして私に仕事をする決心をつけさせたのは•本當にあ 
の人でした。私はギーョー <アポ认ネィルに會ひ•それから段々すべての立體派の人々や野 m の 









群の人々に會ひました J と記して居るから•彼が一九〇五年頃はアンべルに通つて居た事もわか 
るし1:十世紀の初頭のフランス藝術に對して贡献した若人達と知己であつたらしい事も推測さ 

れる。 

更に彼は一九〇六年から一九〇九年迄引續いてアンデバンダンに出品して居るし•ピカソの共 
_者として：ヒカシズムを經•更に立體派を經て現今に至つた迄の花々しい履歴は•どんな畫學生も • 
ょくそらん - t て居る世間周知な美術史の最も興味ある一節である。 

然し彼の經歴は，少しくしらべれば餘りに澤山の文献があるにも拘らず*それを列擧するに•何等 
の意味もあり得ない。 

何故なれば彼は畫家であつて人間ではないからである。 

こ にこそ彼のそして彼の®の最大な缺陷と共に最大な優越さが存在する。(神原 泰) 
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